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令
和
７
年
２
月
定
例
会
は
２
月

27
日
に
開
会
し
、
３
月
21
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
令
和
６
年
度
補
正
予
算

の
総
額
は
約
20
億
９
２
０
０
万
円

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
約

１
２
０
３
億
３
８
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
同
期
に
比
べ
、
３
・

７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
１
１
３
２
億
円

で
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
て
１
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
第
20
号
議
案 

佐
賀
市

立
公
民
館
条
例
に
つ
い
て
は
、

「
公
民
館
の
多
様
な
利
活
用
を
促

進
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
性
を
高
め
る
た
め
、
社
会
教
育

法
に
基
づ
く
公
民
館
か
ら
地
方
自

治
法
に
基
づ
く
公
の
施
設
へ
位
置

づ
け
を
変
更
す
る
こ
と
を
制
定
理

由
と
し
て
い
る
が
、
今
後
の
運
用

に
つ
い
て
懸
念
も
あ
る
」
と
し

て
、
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

➡

Ｐ
８
・
10
に
関
連
記
事

議決した案件の内訳
当初予算案　　９件 補正予算案　 9 件 条例案　２０件 　一般　  ５件
人事（同意）　　２件 人事（諮問） ３件 決議　      １件 　合計  ４９件

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

市…市民共同
（山口弘展議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自民さが ネットワーク佐賀 緑楠自民 自民政進会 公明党 自民清流 市
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第 20 号議案  佐賀市立公民館条例に対する附帯決議

１　営利目的の公民館利用を認めることにより、地元団体の今後の利用に影響が生じるのでは
ないかとの懸念がある。優先的な利用ができるよう配慮すること。

２　営利を目的とする団体が利用を希望する場合の審査方法については、担当課において明確
な基準を設け、マニュアルを作成する等、統一性を担保すること。

３　公民館職員や地元団体とのコミュニケーション不足が一部見受けられたことから、                   
運用に当たっては関係者との意見交換を密に行うこと。

４　公民館長の勤務時間のフルタイム化については、現在の公民館長
の任期に合わせて、令和８年４月１日から概

おおむ

ね２年の猶予期間を
設定するなどの検討を行うこと。

令和７年２月定例会の概要
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議案等の審議結果議案等の審議結果
議案番号 議　　案　　名 概　　要　　等 審査結果

1 令和７年度一般会計予算 総額 1,132 億円

可決

2 令和７年度国民健康保険特別会計予算 総額 261 億 3,025 万円
3 令和７年度国民健康保険診療所特別会計予算 総額 1 億 2,292 万円
4 令和７年度後期高齢者医療特別会計予算 総額 44 億 7,046 万円
5 令和７年度自動車運送事業会計予算
6 令和７年度水道事業会計予算
7 令和７年度工業用水道事業会計予算
8 令和７年度下水道事業会計予算
9 令和７年度富士大和温泉病院事業会計予算

10 ※ 令和６年度一般会計補正予算（第８号） 補正額 20 億 9,167 万円
11 ※ 令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 補正額 1 億 3,639 万円
12 ※ 令和６年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号） 補正額 △ 218 万円
13 ※ 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 補正額 △ 3,506 万円
14 ※ 令和６年度自動車運送事業会計補正予算（第３号）
15 ※ 令和６年度水道事業会計補正予算（第２号）
16 ※ 令和６年度工業用水道事業会計補正予算（第１号）
17 ※ 令和６年度下水道事業会計補正予算（第２号）
18 ※ 令和６年度富士大和温泉病院事業会計補正予算（第１号）

19 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 こども誰でも通園制度が法制度化されることに伴い、事業の設備
および運営に関する基準を定める

20 佐賀市立公民館条例
社会教育法に基づく公民館を廃止し、地方自治法に基づく新たな
拠点施設としての公民館を設置する【附則で廃止する条例】佐賀
市公民館条例

21 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例

刑法等の一部を改正する法律の施行により懲役および禁錮を廃止
して拘禁刑が創設されたことに伴い、関係する条例の整理を行う

22 吏員退隠料遺族扶助料退職給与金及び死亡給与金条例等の廃止 受給する権利を有する者がいないため、関係条例を廃止する
23 ※ 事務分掌条例の改正 組織機構の改編に伴い、所要の改正を行う
24 職員の給与に関する条例等の改正 人事院等の勧告を踏まえ、職員等の給与等を改定する

25 職員の特殊勤務手当に関する条例及び技能労務職員の給与の種類及
び基準を定める条例の改正

近年の自然現象の変化に伴う災害や家畜伝染病の発生に対応する
ため、特殊勤務手当の支給対象および支給額を見直す

26 職員の退職手当に関する条例の改正 雇用保険法等の一部改正に伴い、失業者の退職手当における支給
要件の見直し等を行う

27 消防団員の退職報償金支給に関する条例の改正
消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部
改正を踏まえ、退職報償金の支給に係る勤務年数の区分に「35 年
以上」の区分を追加し、支給額を定める

28 市税条例の改正 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律および私立学校法の一部改正に伴い、引用条項を変更する

29 国民健康保険税条例の改正 佐賀県が提示した標準保険税率を参考に国民健康保険税の税率等
を改定する

30 子どもの医療費の助成に関する条例の改正 助成対象に高校生世代を追加する

31
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び特
定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準及び特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施
設等の運営に関する基準の一部改正に伴い改正する

32 佐賀市公民館条例の改正 諸富町公民館の改築に伴い、公民館の位置および使用料を定める
33 佐賀市立図書館条例の改正 図書館諸富館の改築に伴い、分館の位置を定める

34 水道事業における布設工事監督者を配置する水道の布設工事並びに布設工
事監督者及び水道技術管理者の資格を定める条例の改正

水道法施行令等の一部改正に伴い、布設工事監督者および水道技
術管理者の資格要件を見直す

35 富士大和温泉病院事業の設置等に関する条例の改正 地域医療の拠点病院として病床機能の最適化を図るため、療養病
床を転換し、介護医療院を開設する

36 佐賀県市町総合事務組合規約の変更
多久小城医療組合の名称が多久小城医療企業団に変更されるとと
もに、当該企業団を佐賀県市町総合事務組合が共同処理している
事務の一部に参加させるため、同組合の規約を変更する

37 市道路線の認定 小里中央５号線、北川副小学校南団地７号線
38 財産の取得 排水ポンプ車１台
39 財産の取得 中学校教師用指導書およびデジタル教科書一式

40 専決処分（令和６年度一般会計補正予算（第７号）） 物価高騰対応支援給付金を支給するため、緊急に要する経費につ
いて補正措置を講じる 承認

41 消防団員等公務災害補償条例の改正 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正
に伴い、損害補償の補償基礎額を改定する 可決

42 副市長の選任 溝尾 彰人 氏
同意

43 公平委員会委員の選任 江崎 匡慶 氏
44 佐賀市議会委員会条例の改正

可決
45 佐賀市議会の個人情報の保護に関する条例の改正

諮問１～３ 人権擁護委員候補者の推薦 南 惠子 氏、久保 幸宏 氏、壽山 俊英 氏 異議なし
決議１ 第 20 号議案　佐賀市立公民館条例に対する附帯決議 案 可決

※は3月3日に議決、その他は3月21日に議決
水色で着色した議案等は、賛否が分かれたものです。P2に詳細を掲載しています。
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一般会計当初予算の推移

令和7年度 佐賀市の予算
過去最大の1,132億円でスタート

歳　入
1,132億円

歳　出
1,132億円

自主財源
434億円

市税
336.8億円

民生費
512.4億円

教育費
112.7億円

総務費
121.5億円

公債費
92.8億円

衛生費
95.4億円

土木費
77.4億円

繰入金
31.8億円

地方交付税
197.0億円

国庫支出金
230.9億円

県支出金
113.7億円

交付金
78.0億円

市債
70.3 億円

諸収入
28.4億円

地方譲与税  8.1億円

その他  1.7億円

消防費  44.6億円

寄附金  13.0億円
財産収入  5.2億円

使用料および手数料
17.2億円

依存財源
698億円

農林水産業費  36.5億円
商工費  25.9億円 災害復旧費  3.9億円

議会費  5.9億円

その他  3.2億円

1,200

1,100

1,000

900

800

700

※端数処理をしています。

１
０
１
３
億
円

１
０
４
０
億
円

１
０
４
６
億
円

１
１
２
１
億
円

１
１
３
２
億
円

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
0

過去最大を
更新

歳出予算の分類について解説します

民生費
総務費
教育費
衛生費
公債費
土木費
消防費
農林水産業費
商工費
議会費
災害復旧費

………
………
………
………
………
………
………
…

………
………
……

社会福祉、高齢福祉、児童福祉など
市役所の管理、運営、広報など
学校、幼稚園、社会教育など
保健衛生、ごみ、し尿処理など
市債の元金償還と利子の支払いなど
道路、公園、河川の維持管理など
消防、防災活動など
農林水産業の振興など
商工業の振興など
市議会の運営など
災害により受けた被害の復旧など

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳
出と区別して処理するための会計を特別会計と
いいます。
佐賀市には、３つの特別会計があります。

地方公営企業法の全部または一部が適用される
公営企業の会計を企業会計といいます。
佐賀市には、５つの企業会計があります。

国民健康保険

自動車運送（市営バス）

R7当初予算額
R6当初予算額
前年度比

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

261億3,000万円
265億3,000万円

△4億円

12億1,500万円
12億8,700万円

3,900万円
1億800万円

国民健康保険診療所

R7当初予算額
R6当初予算額
前年度比

1億2,300万円
1億1,900万円

400万円

後期高齢者医療

R7当初予算額
R6当初予算額
前年度比

44億7,000万円
42億5,600万円
2億1,400万円

水　道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

45億7,400万円
41億5,000万円
5億3,200万円
21億6,700万円

下水道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

85億3,700万円
84億1,300万円
55億4,700万円
77億7,400万円

工業用水道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

2,900万円
2,800万円
3,600万円
4,200万円

富士大和温泉病院
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

12億6,900万円
15億9,000万円
3億7,100万円
4億4,100万円

一 般 会 計

企 業 会 計 特 別 会 計
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一般会計当初予算の推移

令和7年度 佐賀市の予算
過去最大の1,132億円でスタート

歳　入
1,132億円

歳　出
1,132億円

自主財源
434億円

市税
336.8億円

民生費
512.4億円

教育費
112.7億円

総務費
121.5億円

公債費
92.8億円

衛生費
95.4億円

土木費
77.4億円

繰入金
31.8億円

地方交付税
197.0億円

国庫支出金
230.9億円

県支出金
113.7億円

交付金
78.0億円

市債
70.3 億円

諸収入
28.4億円

地方譲与税  8.1億円

その他  1.7億円

消防費  44.6億円

寄附金  13.0億円
財産収入  5.2億円

使用料および手数料
17.2億円

依存財源
698億円

農林水産業費  36.5億円
商工費  25.9億円 災害復旧費  3.9億円

議会費  5.9億円

その他  3.2億円

1,200

1,100

1,000

900

800

700

※端数処理をしています。

１
０
１
３
億
円

１
０
４
０
億
円

１
０
４
６
億
円

１
１
２
１
億
円

１
１
３
２
億
円

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度
0

過去最大を
更新

歳出予算の分類について解説します

民生費
総務費
教育費
衛生費
公債費
土木費
消防費
農林水産業費
商工費
議会費
災害復旧費

………
………
………
………
………
………
………
…

………
………
……

社会福祉、高齢福祉、児童福祉など
市役所の管理、運営、広報など
学校、幼稚園、社会教育など
保健衛生、ごみ、し尿処理など
市債の元金償還と利子の支払いなど
道路、公園、河川の維持管理など
消防、防災活動など
農林水産業の振興など
商工業の振興など
市議会の運営など
災害により受けた被害の復旧など

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳
出と区別して処理するための会計を特別会計と
いいます。
佐賀市には、３つの特別会計があります。

地方公営企業法の全部または一部が適用される
公営企業の会計を企業会計といいます。
佐賀市には、５つの企業会計があります。

国民健康保険

自動車運送（市営バス）

R7当初予算額
R6当初予算額
前年度比

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

261億3,000万円
265億3,000万円

△4億円

12億1,500万円
12億8,700万円

3,900万円
1億800万円

国民健康保険診療所

R7当初予算額
R6当初予算額
前年度比

1億2,300万円
1億1,900万円

400万円

後期高齢者医療

R7当初予算額
R6当初予算額
前年度比

44億7,000万円
42億5,600万円
2億1,400万円

水　道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

45億7,400万円
41億5,000万円
5億3,200万円
21億6,700万円

下水道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

85億3,700万円
84億1,300万円
55億4,700万円
77億7,400万円

工業用水道
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

2,900万円
2,800万円
3,600万円
4,200万円

富士大和温泉病院
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

12億6,900万円
15億9,000万円
3億7,100万円
4億4,100万円

一 般 会 計

企 業 会 計 特 別 会 計
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★
あ
た
り
ま
え
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
関
連
経
費　
　
　
１
１
４
１
万
円

・
「
あ
た
り
ま
え
ハ
ッ
ピ
ー
」
の
市
民

向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

★
奨
学
金
返
還
支
援
事
業  

３
５
０
万
円

・
本
市
に
在
住
し
、
就
職
し
て
い
る
若

者
へ
の
奨
学
金
返
済
の
支
援

★
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
関
連
経
費

４
６
７
１
万
円

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
周
年
事
業
と
の
コ

ラ
ボ
企
画
等
の
実
施

☆
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
経
費

１
億
４
７
１
８
万
円

・
佐
賀
市
公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
の
機

能
拡
充
等

★
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
記
念
関
連
経
費

１
３
２
０
万
円

・
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
世

界
遺
産
登
録
10
周
年
を
記
念
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等

★
三
重
津
海
軍
所
跡
周
辺
環
境
整
備
事
業

１
２
０
０
万
円

・
佐
野
常
民
と
三
重
津
海
軍
所
跡
の
歴

史
館
前
に
バ
ス
の
乗
降
場
等
を
設
け

る
た
め
の
整
備

☆
各
種
大
会
出
場
激
励
金  

６
３
０
万
円

・
社
会
体
育
に
お
い
て
九
州
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
小
中
学
生
等
に

対
す
る
激
励
金

★
公
民
館
の
多
様
な
活
用
促
進
事
業

５
０
０
万
円

・
公
民
館
の
多
様
な
活
用
に
向
け
た
実

証
実
験
等

☆
東
名
遺
跡
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業　
　

  

１
億
６
２
６
８
万
円

　
（
令
和
７
～
９
年
度
継
続
費 

総
額　
21
億
２
４
５
２
万
円
）

★
シ
ニ
ア
世
代
社
会
参
画
支
援
事
業

１
２
０
０
万
円

・
高
齢
者
の
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
社
会
参
画
を
支
援
す
る
体
制
の
整

備
★
お
や
こ
健
康
手
帳
ア
プ
リ
導
入
事
業

２
５
７
万
円

・
母
子
健
康
手
帳
の
機
能
を
持
つ
電
子

ア
プ
リ
の
導
入

★
５
歳
児
健
康
診
査
事
業  

９
２
３
万
円

・
５
歳
児
を
対
象
と
し
た
集
団
に
よ
る
健     

康
診
査

☆
産
後
ケ
ア
事
業　
　

  

１
０
１
６
万
円

・
出
産
後
の
母
子
に
対
す
る
産
後
ケ
ア

の
実
施

★
予
防
接
種
経
費
（
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
）　　
　
　
　

 

１
億
４
２
７
６
万
円

・
定
期
接
種
と
な
る
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
接
種

★
見
守
り
活
動
等
推
進
事
業１

２
８
６
万
円

・
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
子
育

て
家
庭
等
の
定
期
的
な
見
守
り
活
動

☆
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

10
億
２
６
０
５
万
円

・
医
療
費
助
成
の
対
象
を
こ
れ
ま
で
の

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
を
高
校
生
年

代
ま
で
に
拡
大

☆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
・
障
害
児

通
所
支
援
事
業　１

０
４
億
９
３
５
４
万
円

・
障
が
い
者
の
介
護
・
訓
練
サ
ー
ビ

ス
、
障
が
い
児
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

自
立
支
援
医
療
等

☆
図
書
館
大
規
模
改
修
事
業７

５
１
３
万
円

・
市
立
図
書
館
本
館
の
大
規
模
改
修
の

た
め
の
基
本
設
計

総　
務

福
祉
教
育

令和７年度当初予算の主要事業を、常任委員会の所管ごと
に紹介します。★は新規、☆は継続です。

令和７年度予算

重点事業をピックアップ
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☆
水
草
除
去
強
化
支
援
事
業５

５
０
０
万
円

・
水
路
等
に
お
い
て
大
規
模
に
繁
茂
す

る
特
定
外
来
生
物
（
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
、
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ

サ
）
の
防
除

★
さ
が
園
芸
８
８
８
整
備
支
援
事
業

（
園
芸
団
地
整
備
）１

億
１
３
３
６
万
円

・
所
得
向
上
に
向
け
た
収
量
・
品
質
の

向
上
や
規
模
拡
大
等
の
た
め
の
園
芸

用
ハ
ウ
ス
等
の
導
入
に
対
す
る
補
助

お
よ
び
園
芸
団
地
の
基
盤
整
備

　
★
価
値
あ
る
体
験
提
供
事
業２

２
６
３
万
円

・
市
民
に
と
っ
て
の
「
あ
た
り
ま
え
」

を
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
の
「
魅
力

的
な
観
光
資
源
」
と
し
て
発
信
す
る

た
め
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等

★
歴
史
民
俗
館
活
用
事
業  

８
０
０
万
円

・
歴
史
民
俗
館
を
含
む
柳
町
の
ブ
ラ
ン

ド
化

★
産
業
人
材
育
成
事
業  

２
５
８
２
万
円

・
高
付
加
価
値
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出

す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
の
育
成

☆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
連
携
し
た
観
光
消
費
促
進

事
業           　
　

   

２
５
１
１
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
向
け
の

特
別
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
や
市
内
観
光

周
遊
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
宿
泊
プ
ラ

ン
造
成
支
援

★
交
通
モ
ー
ド
最
適
化
調
査
・
分
析
事
業

１
８
０
０
万
円

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交
通
モ
ー
ド
の

最
適
化
を
行
う
た
め
の
調
査
、
分
析

★
宅
地
耐
震
化
推
進
事
業

１
９
９
０
万
円

・
大
規
模
盛
土
に
伴
う
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
区
域
の
調
査

☆
神
野
公
園
再
整
備
事
業

７
６
７
１
万
円

・
神
野
公
園
の
再
整
備
に
向
け
た
実
施

設
計
等

☆
河
川
水
路
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
伐
採
事
業
ほ
か

３
億
６
９
９
３
万
円

・
「
川
を
愛
す
る
週
間
」
な
ど
市
民
に

よ
る
河
川
清
掃
活
動
お
よ
び
河
道

の
支
障
と
な
る
樹
木
の
伐
採
や
浚
渫

等
、
水
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
☆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
分
別
リ
サ
イ
ク
ル

事
業　
　
　
　
　
　

  

１
８
９
５
万
円

・
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収

集
等

☆
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
モ
デ
ル
構
築
事
業

２
７
８
万
円

・
電
力
の
地
産
地
消
等
に
係
る
地
域
新

電
力
会
社
の
設
立
検
討

★
清
掃
工
場
施
設
大
規
模
改
修
事
業

２
０
７
９
万
円

・
清
掃
工
場
の
基
幹
設
備
の
改
修
等

（
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
10
年
度

ま
で
の
債
務
負
担
行
為
限
度
額

１
５
０
億
７
６
２
３
万
円
）

★
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
賢
明
利
用
推
進

事
業（
記
念
事
業
分
）

１
０
０
万
円

・
東
よ
か
干
潟
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
10
周
年
お
よ
び
「
ひ
が
さ
す
」
開

館
５
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

経
済
産
業

建
設
環
境

MICE とは？
MICE とは、企業等の会議（Meeting）、企業等の
行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・
団体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・
見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字
のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネ
スイベントなどの総称（国土交通省観光庁ＨＰから
引用）

清掃工場（佐賀市高木瀬）東よか干潟
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総
務
委
員
会

福
祉
教
育
委
員
会

公民館のよりよい運用に向けて

大規模改修を予定している市立図書館

図
書
館
大
規
模
改
修
事
業

佐
賀
市
立
公
民
館
条
例

〔
質
問
〕
佐
賀
市
立
公
民
館
館
長
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
が
、公
民
館
の

在
り
方
が
変
わ
る
こ
と
に
懸
念
を
持
つ
館

長
が
多
数
い
た
。現
場
と
の
認
識
に
食
い

違
い
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
昨
年
２
月
の
公
民
館
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
後
、合
計
８
回
、

連
絡
会
議
等
で
内
容
や
協
議
の
進
捗
状
況

を
説
明
し
て
き
た
。

〔
質
問
〕
今
後
、若
い
方
た
ち
に
公
民
館
の

利
用
を
促
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、若
い
方
た
ち
の
利
用
は
主
に
休
日
や

夜
間
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。公
民
館
職

員
だ
け
で
対
応
で
き
る
の
か
。

〔
答
弁
〕地
域
の
団
体
等
も
一
緒
に
関
わ
っ

て
対
応
し
て
い
く
仕
組
み
を
考
え
て
い
き

た
い
。

〔
質
問
〕
利
用
率
の
高
い
公
民
館
で
は
、今

後
、営
利
目
的
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、予
約
が
さ
ら
に
取
り
に
く
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
地
域
の
団
体
は
１
月
初
日
か
ら

１
年
分
の
予
約
が
優
先
的
に
で
き
る
と
い

う
運
用
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
他
の
団
体

は
、現
在
の
２
カ
月
前
の
抽
選
予
約
か
ら
、

１
カ
月
前
の
先
着
順
に
変
わ
る
こ
と
に
な

り
、地
域
の
優
位
性
は
む
し
ろ
向
上
す
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

第
20
号
議
案
に
つ
い
て
附
帯
決
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
。

〔
質
問
〕
基
本
設
計
委
託
料
の
積
算
方
法

は
。

〔
答
弁
〕
国
の
基
準
を
準
用
し
て
お
り
、

既
存
建
物
の
安
全
性
確
認
等
の
追
加
業
務

を
見
込
ん
で
算
出
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
基
本
設
計
の
委
託
先
は
４
事
業

者
に
よ
る
共
同
企
業
体
と
の
こ
と
だ
が
、

業
務
発
注
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
要
件

で
、共
同
企
業
体
の
構
成
上
の
、特
別
な
要

件
は
あ
っ
た
の
か
。

〔
答
弁
〕
市
内
の
事
業
者
を
代
表
ま
た
は

構
成
員
に
含
む
必
要
が
あ
っ
た
。

〔
質
問
〕
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定

委
員
会
委
員
が
受
託
事
業
者
の
構
成
員
に

な
っ
て
い
る
。他
自
治
体
で
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、策
定
委
員
が

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
企
業
体
と
利
害
関
係

を
持
た
な
い
な
ど
、厳
し
い
基
準
を
定
め

て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、市
の
考
え
は
。

〔
答
弁
〕
市
内
事
業
者
に
幅
広
く
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
法
人
格
の
要
件
を
設

け
な
い
と
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
構
成

と
な
っ
て
い
る
。

〔
質
問
〕
今
後
、審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
一
般
公
開
し
て
は
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
一
般
公
開
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案

委員会で審査した議案

●令和７年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●佐賀市立公民館条例
●職員の給与に関する条例等の改正
●消防団員の退職報償金支給に関する条例の

改正
●市税条例の改正
●佐賀市公民館条例の改正（諸富公民館関連）
●佐賀県市町総合事務組合規約の変更

その他７件

●令和７年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例
●国民健康保険税条例の改正
●子どもの医療費の助成に関する条例の改正
●佐賀市立図書館条例の改正
●富士大和温泉病院事業の設置等に関する条

例の改正
その他 11 件

は「令和 7 年度当初予算」です。は「条例」、

当

当条

条

常任委員会の審査報告
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委員会で審査した議案

委員会で審査した議案

●令和 7 年度一般会計予算（所管分）
●令和 7 年度自動車運送事業会計予算
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●自動車運送事業会計補正予算（第2号）

●令和 7 年度一般会計予算（所管分）
●一般会計補正予算（第８号）（所管分）
●市道路線の認定
●財産の取得　

その他７件

クリークに広がる水草

浚
しゅんせつ

渫の様子

浚
しゅんせつ

渫とは…河川や港などの水底をさ
らって土砂などを取り去る工事のこと

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
2 月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

水
草
除
去
強
化
支
援
事
業

交
通
モ
ー
ド
最
適
化
調
査
・

分
析
事
業

建
設
発
生
土
仮
置
場
実
証
事
業

〔
質
問
〕
水
草
が
水
稲
の
圃ほ
じ
ょ
う場

に
入
ら
な

い
よ
う
に
防
除
対
策
を
徹
底
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
水
草
の
中
で
も
、
特
定
外
来
生

物
で
あ
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
や
ブ

ラ
ジ
ル
チ
ド
メ
グ
サ
に
は
、
農
家
以
外
の

市
民
も
非
常
に
困
っ
て
い
る
。
何
と
か
撲

滅
さ
せ
た
い
が
、
全
国
的
に
見
て
も
撲
滅

で
き
る
よ
う
な
手
法
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
環
境
省
や
民
間

な
ど
が
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
ド

ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
農
薬
散
布
に

よ
る
防
除
の
検
討
や
防
除
後
、
紫
外
線
で

枯
死
さ
せ
る
技
術
の
検
討
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
佐
賀
市

内
で
も
実
験
的
に
行
い
た
い
と
聞
い
て
お

り
、
全
面
的
に
協
力
し
て
、
撲
滅
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
特
定
外
来
生
物
対
策
の
柱
の
中

に
、市
民
と
の
連
携
と
あ
る
が
、具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

〔
答
弁
〕
生
産
組
合
や
自
治
会
な
ど
に
対

し
、
特
定
外
来
生
物
の
取
り
方
や
処
理
方

法
を
説
明
し
、
早
期
発
見
・
早
期
駆
除
の

依
頼
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
運
転
士
不
足
の
深
刻
化
、
高
齢

者
等
の
移
動
の
確
保
、
路
線
バ
ス
の
非
効

率
な
運
行
、
公
共
交
通
空
白
地
対
策
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
交

通
体
系
の
調
査
・
分
析
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
、
地
域
ご
と
に
行
政
か
ら
の

提
案
が
期
待
で
き
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
特
定
の
路
線
や
地
域
で
従
来
と

は
異
な
る
交
通
の
在
り
方
が
望
ま
し
い
と

判
断
し
た
場
合
は
、
地
域
に
対
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
。

〔
質
問
〕
行
政
は
地
域
で
交
通
の
在
り
方

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
す
る
一
方
で
、

地
域
は
行
政
が
運
営
し
て
く
れ
る
も
の
だ

と
い
う
、
認
識
の
違
い
が
出
て
く
る
と
思

う
。
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

〔
答
弁
〕
課
題
と
し
て
、
行
政
が
ど
こ
ま

で
負
担
で
き
る
の
か
と
い
う
点
と
、
地
域

が
主
体
と
な
り
得
る
の
か
と
い
う
点
が
あ

る
。
理
想
の
姿
を
描
い
た
上
で
、
丁
寧
に

説
明
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

〔
質
問
〕
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫し
た
土
砂
に
石
灰
な
ど
を

加
え
て
再
利
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
品

質
に
問
題
は
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
土
砂
の
受
け
入
れ
先
に
よ
っ
て

必
要
な
強
度
が
異
な
る
。
現
場
が
求
め
る

基
準
を
満
た
す
強
度
の
土
砂
に
な
る
よ
う

改
良
し
た
上
で
再
利
用
す
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

は「令和 7 年度当初予算」です。

当

当

当

当

経
済
産
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会
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議 案 等 質 疑

佐
賀
市
立
公
民
館
条
例

公
民
館
の
多
様
な
活
用
促
進
事
業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

 

概
要  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
「
資
源
」の
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、家
庭
の
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
校
区
公
民
館
と

エ
コ
プ
ラ
ザ
で
実
施
す
る
。

Q
指
定
袋
に
よ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
で

は
な
く
、拠
点
回
収
を
採
用
し
た
理
由
は
。

A
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は
「
異
物
混
入
へ

の
懸
念
」「
中
間
処
理
施
設
の
確
保
」「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

の
変
化
等
へ
の
対
応
」
の
3
点
で
課
題
が
あ

る
と
判
断
し
、小
規
模
か
ら
事
業
を
開
始
で

き
、柔
軟
な
運
営
が
可
能
な
拠
点
回
収
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
た
。令
和
5
年
度
、令
和

6
年
度
に
実
施
し
た
モ
デ
ル
実
証
事
業
で

得
た
知
見
を
も
と
に
、市
内
全
校
区
で
実
施

し
た
い
。

Q
モ
デ
ル
実
証
事
業
に
お
い
て
課
題
は
な

か
っ
た
の
か
。

A
課
題
と
し
て
①
異
物
混
入
を
防
ぐ
た
め

の
市
民
へ
の
周
知
②
効
率
的
な
収
集
ル
ー

ト
の
検
討
、収
集
頻
度
を
決
定
す
る
な
ど
の

収
集
運
搬
体
制
の
確
保
③
圧
縮
・
保
管
等

を
行
う
中
間
処
理
業
者
の
確
保
が
あ
る
。

Q
高
齢
者
な
ど
、自
宅
が
校
区
公
民
館
か

ら
遠
く
、持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

も
い
る
。自
治
公
民
館
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
、

も
う
少
し
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
回
収
拠
点

を
増
や
す
こ
と
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

A
市
民
の
利
便
性
を
考
慮
す
る
と
拠
点
は

多
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
が
、拠
点
回
収
を
行

う
う
え
で
、異
物
混
入
を
少
な
く
す
る
こ
と

を
重
要
視
し
た
い
。自
治
公
民
館
は
常
駐
す

る
人
が
な
く
、ス
ー
パ
ー
は
現
在
行
っ
て
い

る
ト
レ
ー
回
収
で
も
異
物
混
入
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
。校
区
公
民
館
等
で
拠
点
回
収
す

る
こ
と
で
、地
域
住
民
が
集
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
考
え
る
。ま
ず
は
校
区
公
民
館
を

中
心
に
市
内
全
域
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

市
民
の
利
便
性
と
費
用
対
効
果
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
引
き
続
き
研
究
し
た
い
。

 

概
要  
市
内
の
校
区
公
民
館
の
幅
広
い
世

代
や
用
途
で
の
活
用
を
促
進
し
、地
域
づ
く

り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
強
化
す
る
た
め
、公
民
館
の
多
様

な
活
用
の
実
証
実
験
や
利
用
し
や
す
い
環

境
整
備
等
を
行
う
。

Q
①
公
民
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
よ

る
提
言
か
ら
議
案
を
提
出
す
る
ま
で
の
間

の
経
過
は
②
こ
れ
ま
で
の
佐
賀
市
公
民
館

条
例
か
ら
名
称
を
変
え
た
理
由
は
③
施
設

の
位
置
づ
け
を
改
め
る
理
由
は
。

A
①
提
言
内
容
を
検
討
し
て
い
く
手
段
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実
験
に
取
り
組
ん

だ
。ま
た
全
公
民
館
長
が
出
席
す
る
会
議
で

検
討
の
進
捗
状
況
を
説
明
し
て
意
見
を
聴

取
し
、さ
ら
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
公

民
館
長
・
職
員
の
意
見
も
反
映
し
な
が
ら
新

た
な
基
準
等
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
。こ
れ

ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
方
針
を
固
め
、

議
案
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
②
自
治
公
民

館
と
の
混
同
を
避
け
て
、本
条
例
の
対
象
が

市
立
公
民
館
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
③
地
域
課
題
の
解
決
に
関
わ
る
人
を

増
や
す
た
め
に
公
民
館
の
利
用
制
限
を
緩

和
し
、民
間
事
業
者
の
営
利
活
動
を
認
め
る

こ
と
で
多
様
な
利
活
用
を
進
め
て
、こ
れ
ま

で
利
用
が
少
な
か
っ
た
若
い
世
代
や
企
業

等
の
新
た
な
利
用
を
増
や
し
た
い
。社
会
教

育
法
に
基
づ
く
公
民
館
で
は
特
定
の
団
体

や
個
人
の
み
が
利
益
を
得
る
利
用
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
た
め
、地
方
自
治
法
に
基
づ
く

公
の
施
設
と
し
て
位
置
付
け
を
改
め
る
。

Q
公
民
館
長
か
ら
使
用
基
準
や
使
用
料
の

判
断
が
難
し
い
と
の
不
安
の
声
が
聞
か
れ

た
が
、ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の

か
。

A
使
用
基
準
、使
用
料
に
つ
い
て
は
、現
在
、

公
民
館
職
員
で
構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
案
を
作
成
中
で
あ
り
、作
成
さ
れ

た
案
に
つ
い
て
全
公
民
館
か
ら
意
見
を
聴

取
し
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。

Q
検
討
委
員
会
で
提
言
を
ま
と
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、公
民
館
職
員
や
利
用
団
体
の

構
成
員
等
と
も
っ
と
意
見
交
換
を
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。こ
れ
ま
で
の
対
応

と
今
後
の
予
定
は
。

A
検
討
委
員
会
の
終
了
後
に
全
公
民
館
長

と
面
談
を
し
た
が
、現
在
、不
安
の
声
が
あ

る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、も
う
少
し
丁
寧
な
説

明
が
必
要
だ
っ
た
と
思
う
。条
例
が
可
決
さ

れ
れ
ば
、施
行
日
ま
で
の
間
に
利
用
団
体
に

も
説
明
す
る
機
会
を
設
け
て
、意
見
を
拾
い

上
げ
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、公
民
館
長

の
理
解
も
求
め
て
い
き
た
い
。

使
用
基
準
や
使
用
料
の
判
断
が
難
し
い
と
の
不
安
の
声
へ
の
対
応
は

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
の
拠
点
を
増
や
す
こ
と
の
検
討
は

当

当

Q A
議案等質疑とは、議案等について、提出者

（執行部）に不明点や疑問点を聞き、説明や
所見を求めるものです。

校区公民館での使用済みプラスチック拠点回収の
モデル実証の様子

条

は「令和 7 年度当初予算」です。は「条例」、 当条
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「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
制  限  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分以内です。

一般質問

1 黒田 利人
（緑楠自民）

〇市長に問う、就任後３年半の総括と今後に
ついて

2 御厨 洋行
（自民清流）

〇学校のトイレについて
▶ 佐賀市の環境価値の活用について

3 重松　徹
（自民清流）

〇水道料金の格差是正について
▶ 上下水道の現状における課題・問題点と

今後の展望
▶ ウォーターＰＰＰの導入について

4 永渕 史孝
（自民政進会）

〇市の観光戦略について

5 野中 宣明
（公明党）

〇中学校の部活動について
▶ スポーツ施設の整備について

6 宮﨑　 健
（自民さが）

〇里帰り出産について
▶ 佐賀城下ひなまつりについて
▶ 市が行うリース契約について

7 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

〇有害鳥獣について
▶ 選挙について

8 諸冨 八千代
（自民政進会）

〇中心市街地活性化の取組について
▶ 公共施設等総合管理計画について
▶ 医療的ケア児と家族への支援について

9 中島 妙子
（公明党）

〇市営住宅の在り方について
▶ ＨＰＶワクチンについて

10 西岡 真一
（自民清流）

〇金立公園周辺の維持・整備について
▶ バイオマス産業都市さがについて
▶ 火葬場の維持・確保について

11 川原田 裕明
（緑楠自民）

〇高齢者対策について

12 松永 憲明
（ネットワーク佐賀）

〇部活動の地域移行への取組について
▶ 中山間地域における産業振興について
▶ 教員の欠員状況の根本的問題とその解決に

ついて

13 江頭 弘美
（自民さが）

〇公共施設の設計における公募型プロポーザ
ル方式について

▶ 地域社会で取り組む疾病予防について

14 福井 章司
（自民政進会）

〇物流拠点構想について
▶ 佐賀城公園整備について
▶ カラス対策について

15 西岡 義広
（自民さが）

〇空き家対策について
▶ 公共下水道の維持管理について

16 中村 宏志
（公明党）

〇市立小・中学校の情報機器等について
▶ 防災について

17 山下 明子
（市民共同）

〇「老後ひとり難民」問題への認識と対応は
▶ 生活保護行政について
▶ 学校給食の無償化と中学校の全員給食を
▶ 学校等の防災対策について（学校、放課後

児童クラブなど）
▶ 佐賀空港への自衛隊オスプレイ配備について

18 川﨑 健二
（自民さが）

〇佐賀駅北口のにぎわいの創出について
▶ 佐賀市の地震への対応について

19 堤　 正之
（自民政進会）

〇ふるさと納税制度への取組について
▶ ウォーターＰＰＰへの取組について

20 平原 嘉德
（自民清流）

〇世界に通じるアスリートの育成について
▶ 市南部地域の振興策について

21 江口 善己
（ネットワーク佐賀）

〇令和７年度当初予算の編成について
▶ 佐野常民と三重津海軍所跡の歴史館の企画

展について
▶ 地域活動に対する市の支援について

22 富永 明美
（ネットワーク佐賀）

〇誰もが自分らしくいられる佐賀市のために

23 村岡　 卓
（公明党）

〇いじめ防止の取組について
▶ 空き家対策の取組について

24 川副 龍之介
（自民さが）

〇ごみのポイ捨てについて
▶ 学びの多様化学校（不登校特例校）について

25 嘉村 弘和
（自民政進会）

〇国債等の運用と透明性について
▶ マイナ保険証について

26 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇市内企業のＢＣＰについて
▶ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を活用した観光誘客事業について
▶ 金利上昇局面における起債の在り方について
▶ 小学校進学時におけるクラス編成について

番号は質問順、（　）内は会派等、掲載は大項目のみです。〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。
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10 月、市長選挙へ向けての考えを （緑楠自民）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 1

市長！
３年半の総括はいかに？

問　
①
市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
当

た
り
述
べ
ら
れ
た
水
害
対
策
、
経
済

対
策
、
子
育
て
・
教
育
対
策
、
農
林

水
産
業
対
策
、
豊
か
な
文
化
都
市
と

最
新
技
術
に
つ
い
て
、
３
年
半
の
市

政
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
実
績
を

積
ま
れ
て
き
た
の
か
②
そ
れ
ら
の
総

括
を
基
に
10
月
の
市
長
選
挙
に
対
す

る
考
え
は
。

答
　
①
佐
賀
城
お
濠
の
事
前
排
水

等
の
浸
水
対
策
。
災
害
時
の
情
報

発
信
強
化
の
た
め
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の

推
進
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
振
興

券
等
に
よ
る
総
額
約
30
億
円
の
消

費
の
喚
起
。
Ｉ
Ｔ
企
業
等
14
社
を

誘
致
し
、
約
５
０
０
人
の
雇
用
を

創
出
。
保
育
士
へ
の
就
職
支
援
金

制
度
等
の
新
設
。
13
年
ぶ
り
に
保

育
施
設
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
。

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
物
価

高
騰
対
策
等
の
取
り
組
み
。
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
。
佐
賀
市
公
式
ス
ー

パ
ー
ア
プ
リ
の
導
入
②
市
民
の
皆

さ
ま
の
御
理
解
を
賜
れ
れ
ば
、
引

き
続
き
市
政
の
か
じ
取
り
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

学校のトイレ改修を急げ !!

トイレの洋式化を待つ小学校

問　
校
舎
の
大
規
模
改
修
時
の
み
な

ら
ず
「
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
く
」
と
示
さ
れ
た
令
和
４
年

９
月
定
例
会
の
続
き
。
①
前
回
の
質
問

以
降
の
進
捗
は
②
具
体
的
な
工
事
の
進

め
方
は
③
ど
の
よ
う
な
ト
イ
レ
に
変
わ

る
の
か
④
早
急
に
進
め
て
い
く
べ
き
市

の
方
針
は
。

答
　
①
令
和
５
年
度
か
ら
ト
イ
レ

の
環
境
改
善
に
特
化
し
た
国
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
本
格
的
に
洋
式

化
を
進
め
、
令
和
７
年
度
に
は
洋
式

化
率
59
％
と
な
る
予
定
②
工
期
は
約

５
カ
月
を
設
定
し
、
騒
音
や
振
動
の

大
き
い
撤
去
工
事
は
極
力
夏
休
み
に

施
工
す
る
③
衛
生
面
や
臭
い
対
策
で

床
は
塩
ビ
シ
ー
ト
、
壁
は
ボ
ー
ド
類

で
と
も
に
乾
式
仕
上
げ
。
床
の
段
差

を
解
消
し
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等

省
エ
ネ
対
策
や
衛
生
面
に
配
慮
す
る

④
ト
イ
レ
改
修
に
よ
る
快
適
な
生
活

環
境
の
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

（自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 2

水道料金の格差是正について問う

あらゆる生命が水に支えられて
います

問　
佐
賀
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審

議
会
で
「
合
併
し
て
20
年
、
同
じ
市

民
で
あ
り
な
が
ら
、
水
道
料
金
に
不

公
平
感
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
」
と

の
意
見
が
あ
る
。
佐
賀
駐
屯
地（
仮
称
）

が
完
成
す
れ
ば
市
税
も
増
え
る
の
で
、

そ
の
一
部
を
水
道
料
金
不
均
衡
対
策

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
坂
井
市
長

に
問
う
。

答
　
水
道
事
業
は
、
住
民
生
活
に

直
結
す
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
安
定
的
な
事
業
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
佐
賀
東
部
水
道
企

業
団
と
の
共
同
浄
水
場
の
建
設
は

見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
水
道

事
業
の
在
り
方
は
、
今
後
の
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
を
見
据
え
な
が

ら
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
を
続
け

る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
、
佐
賀
東

部
水
道
企
業
団
と
の
間
で
、
水
道

料
金
不
均
衡
も
含
む
水
道
事
業
の

今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
始
め
た
。

不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 3

佐賀市の観光戦略　次の一手は？

話題の佐賀ラーメンを観光
戦略の柱に

問　
①
ほ※

１
と
め
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

積
極
的
に
展
開
し
て
も
よ
い
の
で
は

②
佐
賀
ラ
ー
メ
ン
を
観
光
の
目
玉
と

し
て
は
ど
う
か
③
ア※
２
ン
バ
サ
ガ
ー
を

市
が
動
か
し
て
い
く
戦
略
が
必
要
で

は
④
市
内
で
体
験
し
た
温
か
い
体
験

談
や
ご
意
見
を
募
集
し
て
み
て
は
ど

う
か
⑤
観
光
ほ
と
め
き
を
も
っ
と
推

進
で
き
る
の
で
は
。

答
　
①
県
等
と
の
情
報
共
有
に
努

め
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
で
き
る
だ

け
取
り
組
み
た
い
②
佐
賀
の
食
を
幅

広
く
紹
介
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
努

め
た
い
③
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ

と
等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
よ
り
効

果
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
み
た
い

④
お
も
て
な
し
力
の
向
上
や
観
光
客

の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
げ

る
た
め
、
体
験
談
の
共
有
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
⑤
観
光
客
を
迎
え

る
市
民
の
意
識
を
高
め
て
、
よ
い
お

も
て
な
し
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
よ

い
発
信
力
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
誘

客
に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
目

指
し
、
取
り
組
み
た
い
。

（自民政進会）

永
ながふち

渕  史
ふみたか

孝 4

※ 1 ほとめきプロジェクト…ＳＡＧＡほとめきプロジェクト。「ほとめき」とは佐賀の方言で「おもてなし」という意味。アリーナ
イベントに合わせ県内全体で来場されるファンをおもてなしする県の呼びかけで始まった取り組み。

※ 2 アンバサガー…………佐賀市公認観光アンバサダーのこと。アンバサダーとは、企業や自治体などの組織から任命されて、
広報や普及活動を行う人。
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もっと知らせてよ。里帰り出産。 （自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 6

母子の絆を結ぶ大切な宝物。
そう、それは母子手帳。

問　
①
里
帰
り
出
産
で
市
窓
口
へ
出

生
届
を
提
出
す
る
際
、
母
子
手
帳
の

提
示
は
必
要
か
②
市
民
が
市
窓
口
へ

出
生
届
を
提
出
す
る
場
合
と
同
様
に
、

里
帰
り
先
で
出
生
届
を
提
出
し
た
場

合
も
、
国
保
で
あ
れ
ば
健
康
保
険
の

手
続
き
は
不
要
か
③
里
帰
り
出
産
の

手
続
き
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
周

知
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
提
出
の
義
務
は
な
い
が
、

子
ど
も
に
特
別
な
ケ
ア
が
必
要
な

ケ
ー
ス
な
ど
を
早
期
に
把
握
し
た
い

た
め
、
出
生
届
提
出
の
際
に
母
子
手

帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
る
。
提

示
が
な
い
場
合
は
保
健
師
な
ど
が
訪

問
し
て
状
態
を
確
認
し
て
い
る
②
特

別
な
手
続
き
は
要
さ
ず
資
格
取
得
で

き
る
③
出
生
届
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
作
成
や
健
康
保
険
の
資
格

取
得
、
児
童
手
当
や
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
資
格
取
得
な
ど
、
一
連
の

手
続
き
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
確

認
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
署
と
も
連

携
し
、
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
の
内
容
を
工
夫

し
て
い
く
。

部活動「地域等への展開」に向けて

平日は学校部活動拠点校、
休日は地域型クラブとして活動

問　
①
単
独
校
で
の
部
活
動
が
困
難

な
場
合
は
、
ま
ず
複
数
の
中
学
校
で

行
う
拠
点
校
方
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

か
ら
段
階
的
に
地
域
型
ク
ラ
ブ
へ
移

行
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
②
地

域
型
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
用
の
確
保
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
が
有
効
で
は

な
い
か
。

答
　
①
拠
点
校
方
式
は
、
自
校
に

部
活
動
が
な
く
て
も
他
校
へ
の
入

部
が
可
能
に
な
り
、
生
徒
の
活
動

機
会
の
確
保
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

複
数
校
の
顧
問
が
輪
番
で
指
導
で

き
、
教
職
員
の
負
担
も
軽
減
で
き

る
。
拠
点
校
方
式
は
地
域
型
ク
ラ

ブ
へ
の
移
行
に
つ
な
が
る
大
事
な

プ
ロ
セ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
引
き

続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
②
ふ
る

さ
と
納
税
で
基
金
を
創
設
し
た
場

合
の
寄
付
金
の
配
当
方
法
な
ど
の

課
題
も
含
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

地
域
型
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
用
と
し

て
活
用
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の

事
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 5

カラス・サギによる被害対策は？

西川副地区にあるサギの集団
繁殖地（コロニー）

問　
最
近
は
、
カ
ラ
ス
に
加
え
サ
ギ

に
よ
る
被
害
や
苦
情
を
よ
く
耳
に
す

る
。
早
急
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
!!
①
カ
ラ
ス
と
サ
ギ
そ
れ
ぞ
れ
の

被
害
状
況
は
②
サ
ギ
へ
の
苦
情
や
相

談
に
対
し
、
ど
う
対
応
し
た
の
か
③

対
策
の
効
果
は
④
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答
　
①
カ
ラ
ス
は
ふ
ん
害
な
ど
の

生
活
環
境
被
害
や
営
巣
期
の
威
嚇

行
動
が
、
サ
ギ
は
集
団
繁
殖
地
周

辺
の
騒
音
の
ほ
か
、
衛
生
面
で
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
②
樹
木
剪

定
の
案
内
や
古
巣
の
撤
去
、
地
域

住
民
と
市
職
員
共
同
で
サ
ギ
の
追

い
払
い
対
策
を
実
施
し
た
③
樹
木

を
剪
定
し
た
結
果
、
サ
ギ
の
巣
は

大
き
く
減
少
し
、
古
巣
の
撤
去
も

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
が
、
追
い

払
い
は
継
続
的
な
実
施
に
至
ら
ず

一
時
的
な
効
果
に
留
ま
っ
た
④
追

い
払
い
物
品
の
貸
与
な
ど
住
民
共

同
で
の
対
策
や
、
産
卵
後
に
巣
ご

と
撤
去
す
る
と
い
っ
た
新
た
な
対

策
を
実
施
し
た
い
。

（ネットワーク佐賀）

山
やま

田
だ

  誠
せいいちろう

一郎 7

中心市街地活性化を子育て視点から

まちなかをにぎやかに！

問　
中
心
市
街
地
の
松
原
公
園
か
ら

ア
リ
ー
ナ
の
南
北
に
通
行
量
が
増
え
て

い
る
。
中
央
大
通
り
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

空
間
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。
①
遊
具
や
遊
び
場
の
検
討
は
②
回

遊
を
生
む
一
元
的
な
情
報
発
信
は
③
基

本
計
画
が
古
く
現
状
と
乖か
い
り離

、
見
直
し

を
。

答
　
①
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
楽
し
く
過
ご
し
多
様
性

を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
空
間
を
目
指

し
て
お
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場
も

ま
ち
の
機
能
の
ひ
と
つ
と
捉
え
、
民

間
に
よ
る
開
発
の
際
は
充
実
を
求
め

た
い
②
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
で
集

約
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ま
ち
な

か
イ
ベ
ン
ト
を
表
す
特
徴
的
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
用
い
る
な
ど
の
効
果
的
な

情
報
発
信
を
研
究
し
て
い
き
た
い
③

計
画
の
基
本
方
針
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
第
３
次
総
合
計
画
で
も
引
き
継

い
で
い
る
。
目
指
す
べ
き
将
来
像
と

現
在
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
決
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

（自民政進会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 8
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高齢化が進む市営住宅に若い力を！

学生が入居し、活気あふれる
名古屋市営住宅万場荘の外観

問　
市
営
住
宅
入
居
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
名
古
屋
市
で
は
空
き

室
活
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化

を
狙
い
、
同
朋
大
学
と
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
市
営
住
宅
に
学
生
が
入
居
、

そ
の
学
生
が
自
治
体
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

本
市
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
検

討
で
き
な
い
か
。

答
　
本
市
に
お
い
て
も
、
市
営
住

宅
の
高
齢
化
率
・
空
き
家
率
が
上

昇
傾
向
に
あ
り
、
重
要
な
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。
課
題
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
若
い
世
代
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
市
営
住
宅
の

在
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
調
査

研
究
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
今
後

開
学
予
定
の
県
立
大
学
の
観
点
か

ら
は
、県
と
の
連
携
協
定
書
で
、「
学

生
等
の
住
環
境
の
確
保
支
援
」
と

い
う
項
目
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

空
き
家
を
利
活
用
す
る
な
ど
地
域

課
題
を
解
決
す
る
よ
う
な
検
討
を
、

県
営
住
宅
の
活
用
の
可
能
性
も
含

め
、
県
と
も
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 9

金立公園のさらなる活用を

高齢化の進展には市全体で対応を！

葉隠発祥の地や丸山遺跡など
歴史文化遺産の活用を！

高齢者の健康づくり

問　
金
立
公
園
周
辺
に
は
、
葉
隠
発

祥
の
地
公
園
整
備
用
に
、
広
大
な
土

地
が
取
得
さ
れ
て
い
る
が
、
長
期
に

わ
た
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
活
用
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
久
保
泉
丸

山
遺
跡
公
園
は
、
整
備
当
時
の
よ
う

な
野
外
博
物
館
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
を

復
元
で
き
な
い
か
。

答
　
現
状
の
用
地
の
範
囲
内
で
周

辺
と
の
周
遊
対
策
も
含
め
た
整
備
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
ま
だ
実
現
可
能
な
事
業
を

探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。今
後
は
、ハ
ー

ド
整
備
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
葉
隠

や
葉
隠
発
祥
の
地
に
関
わ
る
情
報
発

信
等
が
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。
久
保

泉
丸
山
遺
跡
公
園
に
つ
い
て
は
、
遺

跡
の
景
観
を
損
ね
る
伸
び
過
ぎ
た
樹

木
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
遺
跡
と
し

て
の
よ
り
よ
い
空
間
を
つ
く
り
、
老

朽
化
し
た
施
設
は
、
適
正
に
維
持
管

理
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
全
国
的
に
高
齢
化
が
大
き
く
進

展
し
て
い
る
。
本
市
も
同
様
で
、
そ

れ
に
対
す
る
健
康
増
進
対
策
・
独
居

老
人
対
策
・
引
き
こ
も
り
対
策
・
認

知
症
対
策
な
ど
、
高
齢
者
に
対
す
る

様
々
な
対
策
が
必
要
と
な
る
。
所
管

の
保
健
福
祉
部
だ
け
で
対
応
で
き
な

い
問
題
だ
。
市
と
し
て
ど
う
考
え
る

の
か
。

答
　
本
市
で
は
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
持
ち
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
佐
賀
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
、
認
知

症
施
策
と
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
推

進
、
健
康
増
進
と
介
護
予
防
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
や
お

た
っ
し
ゃ
本
舗
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

に
は
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
、
交
通

な
ど
の
移
動
手
段
に
関
す
る
こ
と
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
後
、

市
関
係
部
署
と
連
携
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一

（緑楠自民）

川
かわはら

原田
だ

  裕
ひろあき

明

10

11

部活動の地域移行への実施状況は？ （ネットワーク佐賀）

松
まつなが

永  憲
けんめい

明 12

どうなる？部活改革

問　
①
佐
賀
モ
デ
ル
の
取
り
組
み
状

況
は
②
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の

か
③
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
内
容

は
④
改
革
期
間
に
左
右
さ
れ
ず
丁
寧

な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
①
佐
賀
モ
デ
ル
と
は
部
活
動

の
質
と
量
を
見
直
し
、
生
徒
が
主

体
的
に
適
切
な
時
間
で
活
動
す
る

取
り
組
み
で
現
在
５
つ
の
中
学
校

で
実
施
②
活
動
時
間
の
短
縮
に
よ

る
競
技
力
の
低
下
や
、
生
徒
主
体

の
活
動
へ
の
転
換
に
よ
る
不
安
な

ど
で
、
顧
問
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
等

を
準
備
す
る
こ
と
に
負
担
を
感
じ

て
い
る
な
ど
③
プ
ロ
の
コ
ー
チ
か

ら
短
時
間
で
結
果
を
出
す
方
法
の

指
導
や
生
徒
が
主
体
的
に
選
択
で

き
る
多
様
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
い
た
だ
い
た
④
改
革
期
間
に
留

意
し
つ
つ
、
佐
賀
モ
デ
ル
を
通
じ

て
部
活
動
の
本
質
的
な
課
題
解
決

を
図
り
た
い
。
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物流拠点は産業団地に構想転換を

空き家対策について問う！！

基山町に進出する物流拠点
（完成イメージ）

全国的に社会問題となってい
る空き家問題

問　
①
基
山
町
に
１
万
坪
の
物
流
施

設
が
新
設
さ
れ
る
が
市
の
見
解
は
②

半
導
体
関
連
企
業
は
佐
賀
市
の
物
流

拠
点
構
想
か
ら
離
反
す
る
の
で
は
③

有
明
海
沿
岸
道
路
の
工
期
延
長
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
④
市
南
部
地
域

の
物
流
拠
点
構
想
は
産
業
団
地
構
想

に
転
換
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。

答
　
①
物
流
施
設
の
立
地
に
高
速

道
路
Ｉ
Ｃ
に
近
い
場
所
が
多
く
見

ら
れ
る
近
年
の
動
向
と
同
様
に
進

出
を
決
定
さ
れ
た
と
推
察
す
る
②

今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

数
社
の
半
導
体
関
連
企
業
が
佐
賀

市
へ
の
立
地
に
興
味
を
示
さ
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
魅
力
あ
る
構
想

を
検
討
す
る
③
道
路
延
伸
後
の
人

流
や
物
流
の
姿
等
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
必
要
な
検
討
を
進
め
る
④

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
地
域
の
物

流
需
要
を
喚
起
し
、
産
業
自
体
の

誘
致
が
重
要
と
認
識
し
た
。
そ
の

た
め
構
想
の
名
称
を
変
更
し
産
業

拠
点
や
物
や
人
の
交
流
す
る
拠
点

の
形
成
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問　
空
き
家
対
策
は
全
国
的
に
大
き

な
社
会
問
題
で
、
市
に
お
い
て
も
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。
地
域
で
は
地
元

自
治
会
長
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た

だ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
う
。

都
市
戦
略
部
で
は
、
す
ば
ら
し
い
事

業
を
始
め
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
市

民
に
周
知
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
空
き
家
対
策
の
制
度
の
周
知

は
、
空
き
家
の
所
有
者
に
周
知
と

将
来
空
き
家
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
住
宅
の
居
住
者
に
啓
発
の
２
種

類
が
あ
る
。
共
通
し
て
、さ
が
市
報
、

出
前
講
座
等
で
周
知
を
図
っ
て
い

る
。
空
き
家
の
所
有
者
に
は
、
実

態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
も

と
に
、
個
別
に
連
絡
し
て
周
知
を

行
っ
た
。
自
治
会
に
は
空
家
等
対

策
協
議
会
の
委
員
と
し
て
ご
意
見

を
い
た
だ
く
等
、
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
。
自
治
会
長
を
は
じ
め
地

域
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ま
と
の
関
係
を
よ
り
深
め

な
が
ら
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（自民政進会）

福
ふく

井
い

  章
しょう

司
じ

（自民さが）

西
にしおか

岡  義
よしひろ

広

14

15

小中学校の情報機器等の適正処分を

小中学校の情報機器等の適正
処分を

問　
①
教
職
員
、
児
童
生
徒
が
使
用

し
た
後
の
取
り
扱
い
は
②
情
報
漏
え

い
等
を
防
ぐ
取
り
組
み
は
③
国
は
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
認
定
事
業

者
に
委
託
す
る
方
法
を
示
し
て
い
る

が
市
の
取
り
組
み
は
④
次
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
に
向
け
た
共
同
調
達
計

画
は
⑤
地
域
等
と
連
携
し
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
①
リ
ー
ス
し
た
機
器
は
業
者

へ
返
却
し
、
備
品
は
業
者
へ
廃
棄

を
委
託
し
て
い
る
②
個
人
情
報
を

サ
ー
バ
に
保
存
す
る
よ
う
教
職
員

等
に
指
導
し
て
お
り
、
リ
ー
ス
し

た
機
器
に
つ
い
て
は
、
業
者
か
ら

デ
ー
タ
消
去
報
告
書
等
の
提
出
を

受
け
て
い
る
③
国
の
方
針
に
沿
っ

て
、
端
末
の
整
備
計
画
に
デ
ー
タ

の
処
分
方
法
等
を
記
載
し
、
適
切

に
対
応
す
る
④
環
境
整
備
推
進

チ
ー
ム
会
議
で
仕
様
書
の
内
容
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
新
た
な

端
末
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
て
い

る
⑤
子
ど
も
た
ち
に
具
体
的
な
目

標
を
示
し
、
他
自
治
体
の
取
り
組

み
を
参
考
に
環
境
教
育
を
進
め
た

い
。

（公明党）

中
なかむら

村  宏
ひろ

志
し 16

※ 3 JV（ジョイントベンチャー）…複数の主体（個人や企業、公的機関など）が共同で事業を行うこと。

何か変？図書館のプロポーザル

ライブラリーパークにリニュー
アル予定の市立図書館

問　
市
立
図
書
館
の
改
修
に
お
い
て
、

基
本
構
想
の
受
注
者
が
基
本
設
計
も

受
注
し
て
い
た
り
、
基
本
設
計
の
Ｊ※
３
Ｖ

で
設
計
業
務
の
経
験
が
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
法

人
の
代
表
は
、
基
本
構
想
の
策
定
委
員

で
も
あ
る
。
公
共
事
業
の
発
注
に
は
、

妥
当
性
・
透
明
性
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
　
基
本
設
計
と
構
想
等
策
定
業

務
は
そ
の
目
的
が
異
な
り
、
基
本

設
計
等
業
務
委
託
の
仕
様
書
は
、

サ
ー
ビ
ス
面
等
の
管
理
運
営
方
針

策
定
支
援
業
務
を
加
え
て
図
書
館

が
作
成
し
た
。
本
市
や
他
都
市
で

も
構
想
等
策
定
業
務
に
設
計
者
選

定
支
援
の
項
目
を
設
け
る
こ
と
が

あ
る
が
、
基
本
設
計
へ
の
参
加
制

限
は
設
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
柔

軟
な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
る
た
め
、
基
本
設
計
業
務
委
託

の
参
加
条
件
を
幅
広
く
し
た
。
基

本
構
想
等
策
定
委
員
会
は
、
公
開

で
開
催
し
て
お
り
、
お
尋
ね
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
参
加
条
件
を
満
た

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（自民さが）

江
えがしら

頭  弘
ひろ

美
み 13
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「老後ひとり難民」問題への対応は

頼る人がいないと困ることが
いっぱい！

問　
配
偶
者
と
の
死
別
や
離
別
、
未

婚
、
家
族
の
独
立
な
ど
で
、
老
後
に

頼
れ
る
人
が
い
な
い
「
老
後
ひ
と
り

難
民
」
の
増
加
に
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ

て
い
る
。
急
な
入
院
、
施
設
・
住
宅

へ
の
入
居
で
の
保
証
人
問
題
、
家
事
・

買
い
物
支
援
な
ど
、
誰
に
も
起
こ
り

得
る
課
題
へ
の
市
の
認
識
と
対
応
策

は
。

答
　
令
和
4
年
度
に
佐
賀
中
部
広

域
連
合
が
実
施
し
た
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
で

は
、
病
気
の
際
な
ど
に
頼
れ
る
人

が
い
な
い
高
齢
者
が
一
定
数
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事
故

や
予
期
せ
ぬ
病
気
は
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
た
め
、
早
い
時
期
か
ら

家
族
と
話
し
合
う
、
地
域
や
社
会

活
動
で
仲
間
づ
く
り
を
す
る
な
ど

の
準
備
が
重
要
で
あ
る
。
本
市
で

は
、「
佐
賀
市
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
（
終

活
ノ
ー
ト
）」
を
作
成
し
、
希
望
者

に
配
布
し
て
い
る
。
将
来
に
不
安

が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
お
た
っ

し
ゃ
本
舗
な
ど
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。

（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 17

ふるさと納税制度への取り組みは

いつまで待たせる佐賀市立武道館

ふるさと納税の仕組み

築 43 年の大和勤労者体育セン
ター

問　

佐
賀
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

24
年
度
約
13
億
円
、
県
内
12
位
と
低

位
で
あ
り
、
収
益
率
も
悪
く
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

①
価
格
設
定
や
経
費
管
理
に
問
題
は

な
い
の
か
②
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開

発
や
仕
入
れ
管
理
な
ど
仕
組
み
を
再

検
討
し
、
他
市
に
劣
ら
な
い
取
り
組

み
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
経
費
は
国
の
基
準
内
で
運

用
し
て
い
る
が
、
事
業
者
の
収
益

確
保
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
仕
入

れ
値
の
協
議
を
積
極
的
に
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
他
自
治
体
と
比
べ
寄

附
額
の
設
定
が
上
回
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
②
事
業
者
を

訪
問
す
る
な
ど
し
、
返
礼
品
の
新

規
開
拓
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

人
気
の
返
礼
品
を
取
り
扱
う
事
業

者
な
ど
と
仕
入
れ
値
の
協
議
を
進

め
て
お
り
、
数
多
く
の
取
引
が
生

ま
れ
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
き

た
い
。
よ
り
効
果
的
な
手
法
で
多

く
の
方
に
応
援
い
た
だ
け
る
よ
う
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
や
情
報

発
信
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
市
剣
道
連
盟
、
市
柔
道
協
会
連

名
に
よ
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
10
年

が
経
過
。
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス

ポ
で
は
、
剣
道
競
技
は
成
人
・
少
年

男
女
と
も
優
勝
・
３
位
の
輝
か
し
い

成
績
を
納
め
た
が
、
市
立
武
道
館
構

想
が
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
。
老
朽

化
し
た
屋
内
体
育
施
設
の
建
て
替
え

時
に
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
老
朽
化
し
た
屋
内
体
育
施
設

の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
武
道
の

練
習
や
大
会
を
開
催
で
き
る
機
能

の
付
加
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
競
技
エ
リ
ア

の
ほ
か
観
覧
席
、
空
調
設
備
な
ど

の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら

を
備
え
る
た
め
に
は
施
設
規
模
の

拡
充
が
必
須
と
な
る
こ
と
、
ま
た

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
と
の
整
合
性
や
財
政
面
の
負

担
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
施
設
が
備
え
る

べ
き
機
能
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

（自民政進会）

堤
つつみ

  正
まさゆき

之

（自民清流）

平
ひらばる

原  嘉
よしのり

德

19

20

佐賀駅北口　もっとにぎわいを！ （自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 18

サンライズボックス・ポケット
フリー Wi-Fi が使えます！

問　
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
で
①

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
や
距
離
表
示
の
再

設
置
は
②
ト
イ
レ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協

力
店
舗
を
分
か
り
や
す
く
し
て
は
③

サ
ン
ラ
イ
ズ
ボ
ッ
ク
ス
・
ポ
ケ
ッ
ト

を
広
く
市
民
や
地
域
で
活
用
し
て
は

④
無
料
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
Ｐ
Ｒ
強
化
を

⑤
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
事
業
の
今
後
は
。

答
　
①
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
後
撤

去
し
た
が
、
再
設
置
に
向
け
調
整
中

②
協
力
店
舗
の
目
印
と
し
て
ス
テ
ッ

カ
ー
と
フ
ラ
ッ
グ
を
配
布
し
た
。
フ

ラ
ッ
グ
は
劣
化
も
あ
り
、
改
め
て
製

作
に
着
手
し
て
い
る
。
視
認
性
に
も

配
慮
す
る
③
市
も
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
の
で
、
活
用
に
つ
い
て
は
気
軽

に
相
談
し
て
ほ
し
い
④
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

機
能
を
持
つ
多
機
能
型
メ
デ
ィ
ア
に

は
電
子
看
板
の
機
能
が
あ
り
、
接
続

方
法
を
表
示
す
る
な
ど
周
知
し
た
い

⑤
事
業
の
採
算
性
を
検
証
し
、
将
来

的
に
街
な
か
の
回
遊
性
向
上
や
民
間

参
入
に
よ
る
実
装
を
目
指
す
。
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令和７年度市政への意気込みを問う

新市誕生 20 年。市民ニーズに
応え、さらにダイナミズムを

問　
市
長
は
、
就
任
直
後
の
所
信
表

明
で
「
動
き
ま
す
、
佐
賀
市
。」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
５
つ
の
政
策
を
発
表

し
た
①
一
期
４
年
の
集
大
成
で
あ
る

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
対
す
る
市

長
の
思
い
や
決
意
を
問
う
②
市
長
に

は
、
県
都
と
し
て
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
を
求
め
て
、
見
解
を

問
う
。

答
　
①
新
た
な
価
値
を
生
む
発
想

の
転
換
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
創
出
、
佐
賀
ら
し
さ
と
未
来

へ
の
投
資
と
い
う
３
つ
の
政
策
方

針
を
掲
げ
、
関
連
す
る
施
策
に
つ

い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
未
来
を
つ
く
る
進
化
型
予

算
を
着
実
に
実
行
し
、
未
来
へ
の

歩
み
を
進
め
た
い
②
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
思
考
が
職
員
に
浸
透

し
た
結
果
、
他
都
市
の
モ
デ
ル
と

な
る
事
業
も
生
ま
れ
て
い
る
。
日

本
一
便
利
で
豊
か
な
ま
ち
「
リ
ッ

チ
・
ロ
ー
カ
ル
佐
賀
市
」
の
実
現

に
向
け
て
、
力
強
く
市
政
を
け
ん

引
し
て
い
く
。

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  善
よし

己
み 21

いじめ防止に新たな手法の活用を！

いじめの早期発見、早期対策が
重要

ごみのポイ捨ては環境破壊の
第一歩

問　
令
和
５
年
度
の
小
中
高
に
お
け

る
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
過
去
最
高

と
な
っ
た
①
本
市
に
お
け
る
い
じ
め

防
止
対
策
の
課
題
は
②
学
校
以
外
か

ら
の
い
じ
め
防
止
対
策
に
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
③
子
ど
も

た
ち
の
困
り
事
や
悩
み
を
い
ち
早
く

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
等

の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

答
　
①
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
体
制

を
つ
く
る
た
め
に
は
学
校
で
の
相

談
体
制
の
整
備
だ
け
で
な
く
地
域

の
相
談
窓
口
の
整
備
や
周
知
を
図

る
こ
と
が
課
題
②
家
庭
児
童
相
談

室
の
設
置
、
こ
ど
も
Ｓ
О
Ｓ
カ
ー

ド
の
作
成
配
布
、
子
ど
も
へ
の
暴

力
防
止
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
③

ア
プ
リ
導
入
に
よ
り
相
談
で
き
る

機
会
が
増
え
様
々
な
悩
み
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
岐
に
わ

た
る
相
談
の
対
応
に
は
、
学
校
教

育
だ
け
で
な
く
学
校
外
か
ら
の
支

援
も
必
要
で
市
長
部
局
と
の
連
携
、

協
力
を
図
り
な
が
ら
導
入
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし 23

ごみのポイ捨て減少に向けて
問　
山
林
、
山
道
、
幹
線
道
路
沿
い

の
農
地
や
ク
リ
ー
ク
に
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
が
多
い
。
①
割※
５
れ
窓
理
論
で
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
抑
制
は
で
き
な
い
か

②
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
の

罰
則
は
③
名
称
を
「
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
条
例
」
に
す
れ
ば
抑
止
力
が

高
ま
り
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
減
少
す

る
の
で
は
。

答
　
①
き
れ
い
な
場
所
は
不
法
投

棄
さ
れ
に
く
い
た
め
、
土
地
管
理

者
に
除
草
等
を
行
っ
て
も
ら
い
、

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
た
い
②
不
法
投
棄
等
を
禁

止
す
る
法
律
に
違
反
す
る
と
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
等
が
科
さ
れ
る
③
条

例
の
名
称
よ
り
も
内
容
、
対
策
等

が
重
要
と
考
え
る
。
現
時
点
で
名

称
変
更
は
考
え
て
い
な
い
が
、
条

例
以
外
で
効
果
の
見
込
め
る
警
告

看
板
や
監
視
カ
メ
ラ
の
対
策
強
化

等
で
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
を
な

く
し
て
い
き
た
い
。

（自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ 24

誰もが自分らしくいられる図書館へ （ネットワーク佐賀）

富
とみなが

永  明
あけ

美
み 22

誰にも邪魔されない居場所、
みんなとつながれる居場所

問　
大
規
模
改
修
に
向
け
議
論
が
続

く
佐
賀
市
立
図
書
館
。
市
民
が
自
ら

学
び
、
次
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
や

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
場
所
と
し
て
の
図

書
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
選
択
肢
が
増
え
、
市
民
が

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
と
考
え
る
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
の
ソ
フ
ト
面
の

取
り
組
み
は
。

答
　
佐
賀
市
立
図
書
館
で
は
、「
市

民
と
共
に
育
つ
図
書
館
」
を
基
本

理
念
と
し
、
市
民
の
知
る
権
利
を

保
障
す
る
た
め
に
図
書
資
料
や
情

報
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民

相
互
の
交
流
を
図
り
、
地
域
社
会

の
文
化
の
架
け
橋
と
な
る
た
め
の

本
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
図
書
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
を

強
化
す
る
こ
と
や
、
普
段
図
書
館

を
利
用
し
な
い
市
民
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
民
間
活
力

の
導
入
や
サ※

４
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
内
容
な
ど
を
参
考
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※４ サウンディング型市場調査…事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等に関して、直接の対話により民
　　　　　　　　　　　　　　　間事業者の意見や新たな事業提案の把握等を行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報
　　　　　　　　　　　　　　　収集を目的とした手法。
※５ 割れ窓理論……………………割られた窓ガラスを放置していると、周りの窓ガラスも割られてしまうという理論。
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議員の辞職

　富永明美議員から3月31日付の議
員辞職願が提出され、許可されまし
た。
　これに伴い、就任されていた委員等
について補欠選任および選挙が以下
のとおり行われました。

補欠選任および選挙の結果

議会運営委員会委員
　諸冨 八千代 議員

佐賀中部広域連合議会議員
　藤田 佳典 議員

令和６年８月定例会において議決した附帯決議に対
して、市長から回答がありました。
●有線テレビ基金積立金
●競技スポーツ推進事業費（各種大会出場補助経費）
●水草除去事業

「令和５年度決算に対する附帯決議」について、
市長の対処方針が示されました

写真左：坂井市長、右：山口議長

詳しくはこちら

基金運用の効率化と見える化を

基金運用の透明化と効率的な
運用で未来を支えよう！

問　
①
基
金
の
運
用
状
況
が
市
民
に

見
え
に
く
く
、透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
。

運
用
実
績
を
グ
ラ
フ
化
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
、
わ
か
り
や
す
く
し
て
は
ど
う

か
②
運
用
益
を
佐
賀
市
の
持
続
的
な
成

長
を
支
え
る
政
策
の
原
資
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
基
金
の
効
率
的
な
運
用
方

法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
①
現
在
、
決
算
に
関
す
る
説

明
書
に
、
各
基
金
の
現
在
高
、
預
金

額
、
債
券
保
有
額
、
基
金
か
ら
生
じ

た
利
子
積
立
額
を
記
載
し
て
い
る

が
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
を
得
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
毎
年
、
市
報
８
月
１
日
号
で

決
算
の
状
況
を
公
表
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
こ
の
市
報
の
中
で
、
基
金

の
運
用
状
況
を
視
覚
的
に
も
分
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
た
い
②
基
金

の
運
用
益
は
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ

り
、
基
金
の
活
用
や
財
政
計
画
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
安
全
性
と
流

動
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
よ
り
効
率
的

な
運
用
に
努
め
た
い
。

（自民政進会）

嘉
か

村
むら

  弘
ひろかず

和 25

市内企業の BCP 策定推進を図れ

BCP は災害対応だけでなく企
業競争力アップにもつながる

問　
災
害
発
生
の
際
、
事
業
を
継
続

す
る
た
め
に
Ｂ※

６
Ｃ
Ｐ
策
定
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定

し
て
い
る
こ
と
で
緊
急
事
態
時
に
早

期
の
復
旧
が
可
能
と
な
り
、
市
内
経

済
の
強き
ょ
う
じ
ん
か

靱
化
に
も
つ
な
が
る
。
①
市

内
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
は
②
啓
発

の
た
め
に
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
①
市
内
商
工
団
体
で
は
経
営

指
導
等
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
状
況
を
把

握
し
て
い
る
企
業
も
存
在
す
る
が
、

全
体
の
策
定
状
況
は
把
握
で
き
て

な
い
と
の
こ
と
。
市
で
も
中
小
企

業
等
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
認
識
や

理
解
の
程
度
、
策
定
状
況
や
進
捗

の
把
握
に
努
め
た
い
②
各
商
工
団

体
で
は
啓
発
用
チ
ラ
シ
の
配
布
や

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
、
経
営
指
導

の
際
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施

さ
れ
て
い
る
。
市
も
各
商
工
団
体

が
行
う
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
市
内
企
業
へ
の
周
知

を
図
り
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が

進
む
対
策
を
検
討
し
た
い
。

（自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 26

※ 6 BCP…事業継続計画。企業が災害などの緊急事態に遭遇した場合でも、事業の継続や早期復旧を図るための計画。
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委員会活動リポート
常任委員会や特別委員会は、市民生活に深く関わる課題などについて、会期中以外にも調査、研究を行っ
ています。最近の活動内容を紹介します。

佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に関する
調査特別委員会

福祉教育委員会

中核市移行に関する調査特別委員会

九州新幹線整備に関する調査特別委員会

11月28日(木)
佐賀駐屯地（仮称）の整備等に係る要望事項を協議
　佐賀駐屯地（仮称）の整備等に関し、工事、業務委
託等の発注および調達はローカル発注を基本として、
市内企業を積極的に活用することを要望事項とし、12
月 2 日付で九州防衛局に要望を行いました。

福井県敦賀市

意見交換会の様子

那珂川市図書館

伊万里市民図書館

総務委員会

2月14日（金）
佐賀市立公民館館長会との意見交換会

意見交換会

　公民館のあり方検討委員会からの提言に係る今
後の公民館の在り方や、日常業務における諸問題・
課題等について意見交換しました。

　佐賀市立図書館の大規模改修に向けた調査研究の
ため、令和６年にリニューアルした「那珂川市図書
館」および建設にあたり市民と行政が共に取り組ん
だ「伊万里市民図書館」の視察を行いました。

　豊中市から健康医療部健康危機対策課長を招き、
保健所の取り組みなどの説明を受けました。

　停車駅決定や開業までの経緯、駅舎や駅周辺の整
備事業、経営分離した並行在来線、財政負担の状況
などに関して、両市の取り組みを視察しました。

1月8日（水）
福岡県那珂川市

1月23日（木）　佐賀中部保健福祉事務所

1月28日（火）　福井県福井市

1月29日（水）　福井県敦賀市

1月24日（金）

佐賀県伊万里市

行政視察

行政視察

行政視察

委員会開催

委員会開催

●市立図書館のリニューアルについて

●保健所運営について

●北陸新幹線の整備について

●北陸新幹線の整備について

●中核市保健師業務について

●市民図書館の取り組みについて
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みんなでかたろう！
市民と議員の意見交換会
令和7年度
議会報告会

　端午の節句の時期になりました。川上峡のこいのぼりが元気に泳いでいます。さて、2 月定例会で予
算関係では新規事業としてあたりまえハッピープロモーション事業、産業人材育成事業、また継続事業
として神野公園再整備事業等を審議しました。条例関係では佐賀市立公民館条例が提出され、附帯決議
を付して可決しました。各校区の公民館は地域のよりどころであり、地域の皆さまの使い勝手の良い施
設になり、地域の活性化の一助となればと願っています。

（重田音彦）

編
集
後
記

6月定例会のお知らせ　６月５日（木）午前１０時開会（予定）
会期日程等については、開会日に正式決定し、ホームページでお知らせします。

「議会のしくみ」や「会議の流れ」などを分りやすくお伝えし、皆さまと意見交換いたします。
佐賀市の今とこれからについて、かたり合いましょう！

日  付 時  間 会  場 出  席  議  員

5月 17日
（土）

13:00 ～ 新栄公民館 御厨洋行、重田音彦、川副龍之介、堤　正之、
中野茂康、嘉村弘和

17:00 ～ 東与賀農村環境
改善センター

御厨洋行、重田音彦、川副龍之介、堤　正之、
中野茂康、嘉村弘和

５月 24日
（土）

14:00 ～ 久保泉公民館 諸冨八千代、川原田裕明、西岡真一、松永憲明、
永渕史孝、黒田利人

19:00 ～ 松梅公民館 諸冨八千代、川原田裕明、西岡真一、松永憲明、
永渕史孝、黒田利人

19:00 ～ 循誘公民館 川﨑健二、山下明子、実松尊信、平原嘉德、
千綿正明、西岡義広

５月 25日
（日）

10:00 ～ 蓮池公民館 稲葉嵩広、山田誠一郎、中島妙子、江口善己、
久米勝也、中村宏志、福井章司

13:00 ～ 久保田公民館 藤田佳典、野中宣明、江原新子、村岡　卓、
宮﨑　健、重松　徹、江頭弘美

14:00 ～ 西川副公民館 稲葉嵩広、山田誠一郎、中島妙子、江口善己、
久米勝也、中村宏志、福井章司

16:30 ～ 北川副公民館 藤田佳典、野中宣明、江原新子、村岡　卓、
宮﨑　健、重松　徹、江頭弘美

６月７日
（土） 18:00 ～ 三瀬公民館 川﨑健二、山下明子、実松尊信、平原嘉德、

千綿正明、西岡義広

問い合わせ： 佐賀市議会事務局（Tel 0952-40-7311）
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